
                  

 

 

 

 

 

 

 露地野菜栽培研修会の開催を支援 

 
６月１８日にＪＡ東びわこと合同でＪＡの重点園芸品目の栽培研修会を開催した

ところ、生産者２０名の参加がありました。 

 

湖東地域では加工用キャベツ・加工用タマネギ・ブロッコリ・なばななど園芸重点

品目を推進しています。ＪＡでは加工販売用の契約が厳しい中、販売先についても確

保しつつ園芸品目栽培設計書を作成し、生産者を募り栽培面積の拡大を図っています。 

今回の研修では、夏季の暑熱対策に伴いキャベツ・ブロッコリの品種変更や排水対

策や病害虫防除などの栽培管理のポイントを当課より説明しました。ＪＡからは主要

資材の申し込みや貸出機械の運用管理、種苗の申し込み、出荷規格についての説明が

行われました。 

 参加者からは、品種変更に伴なう栽培管理方法や、連作障害について、出荷規格や、

移植機の稼働状況についてと様々な質問が出ていました。 

 

当課では水田野菜を作付けする経営体の支援を行っています。今後も水田農業にお

いて経営の複合化を進める生産者を対象に、露地野菜栽培の定着と産地化をめざして

支援していきます。 
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生産者に露地野菜栽培の要点を説明 


